
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
鬼
」
と
「
天
狗
」

巻
二
十
第
七
話
を
中
心
に

一
、
問
題
の
所
在

　
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
第
七
話
「
染
殿
后
為
天
宮
被
焼
乱
語
」
は
以
下
の

よ
う
な
説
話
で
あ
る
。

　
　
　
今
は
昔
、
染
殿
后
は
関
白
・
良
房
の
娘
で
「
文
徳
天
皇
ノ
御
母
」
で
あ

　
　
っ
た
。
大
変
な
美
人
だ
っ
た
が
、
「
常
二
物
ノ
気
二
煩
ヒ
」
、
数
々
の
祈
祷

　
　
も
効
果
が
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
金
剛
山
に
「
貴
キ
聖
人
」
か
お
り
、
天

　
　
皇
は
こ
れ
を
召
し
た
。
聖
人
は
度
々
断
っ
た
が
、
「
宣
旨
難
背
キ
」
に
よ

　
　
り
下
山
す
る
。
聖
人
が
祈
る
と
ひ
と
り
の
侍
女
の
懐
か
ら
「
老
狐
」
が
出

　
　
て
き
た
の
で
、
こ
れ
を
捕
え
る
と
数
日
中
に
后
は
回
復
し
た
。
喜
ん
だ
大

　
　
臣
は
聖
人
の
逗
留
を
願
う
。

　
　
　
滞
在
中
、
聖
人
は
風
に
ひ
る
が
え
っ
た
御
帳
の
か
げ
か
ら
后
の
姿
を
垣

　
　
間
見
、
「
愛
欲
ノ
心
」
を
お
こ
す
。
聖
人
は
思
い
煩
っ
た
挙
句
、
御
帳
の

　
　
　
　
　
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
鬼
」
と
「
天
狗
」

久
　
留
　
島

　＿　－

瓦

な
か
に
侵
入
す
る
が
、
侍
医
の
営
麻
鴨
継
に
取
り
押
さ
え
ら
れ
る
。
獄
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

で
聖
人
は
「
我
、
忽
二
死
テ
鬼
卜
成
テ
」
、
「
本
意
ノ
如
ク
、
后
二
睦
ビ

ム
」
と
誓
う
。
大
臣
は
こ
れ
を
怖
れ
て
天
皇
に
奏
し
、
聖
人
を
赦
免
し
た
。

し
か
し
聖
人
は
山
に
帰
る
と
食
を
断
っ
て
飢
死
し
「
忽
二
鬼
卜
成
」
っ
た
。

「
膚
ノ
黒
キ
事
、
漆
ヲ
塗
レ
ル
ガ
如
」
き
鬼
と
な
っ
た
聖
人
は
后
を
惑
わ

し
、
鴨
継
を
崇
り
殺
す
。
天
皇
が
高
僧
た
ち
に
祈
ら
せ
る
と
鬼
は
姿
を
見

せ
な
く
な
る
。
し
か
し
喜
ん
だ
天
皇
が
行
幸
す
る
と
「
例
ノ
鬼
、
俄
二
角

踊
出
テ
」
、
百
官
の
前
で
后
と
「
艶
ズ
見
苦
キ
事
」
を
見
せ
た
。
天
皇
は

そ
れ
を
見
て
「
可
為
キ
方
元
夕
」
歎
く
ば
か
り
だ
っ
た
。

　
こ
れ
だ
か
ら
、
「
止
事
元
ナ
カ
ム
女
人
」
は
「
如
然
シ
有
ラ
ム
法
師
」

を
近
づ
け
て
は
な
ら
な
い
。

　
こ
れ
は
極
め
て
憚
り
多
い
こ
と
だ
が
「
末
ノ
世
ノ
人
二
令
見
テ
、
法
師

二
近
付
カ
ム
事
ヲ
強
二
誠
メ
ム
ガ
為
二
、
此
ク
語
卜
傅
ル
」
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三



　
　
　
　
　
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
鬼
」
と
「
天
狗
」

　
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
染
殿
后
に
ま
つ
わ
る
説
話
は
数
多
く
、
そ
の
変
容
、

伝
播
に
関
し
て
は
先
学
の
蓄
積
が
あ
る
。
そ
の
中
で
神
野
志
隆
光
氏
は
、
染
殿

后
説
話
を
、
本
来
別
々
に
発
生
し
た
二
種
類
の
系
統
に
分
類
し
、
二
系
統
の
説

話
の
混
線
に
よ
り
多
く
の
異
伝
が
生
じ
た
、
と
す
馳
。
神
野
志
氏
の
説
を
ふ
ま

え
る
と
、
染
殿
后
説
話
は
本
来
次
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
。

　
　
・
無
名
の
「
聖
人
」
が
愛
欲
を
起
こ
し
て
「
紺
青
鬼
」
と
な
り
・
、
「
染
殿

　
　
　
后
」
を
悩
ま
す
。

　
　
・
「
真
済
和
尚
」
が
邪
執
に
よ
っ
て
「
天
狗
」
と
な
り
、
「
染
殿
后
」
を
悩

　
　
　
ま
す
が
、
高
僧
（
「
相
応
」
な
ど
）
に
調
伏
さ
れ
る
。

　
『
今
昔
物
語
集
』
所
収
説
話
は
、
前
者
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
り
、
直
接
の

影
響
関
係
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
逸
文
『
善
家
秘
記
』
と
の
強
い
影
響
関
係
が

あ
る
と
さ
れ
紐
。
『
善
家
秘
記
』
は
八
世
紀
の
文
人
貴
族
、
三
善
清
行
が
著
述

し
た
と
さ
れ
る
が
、
散
逸
し
て
お
り
、
逸
文
七
条
が
現
存
す
る
。
そ
の
う
ち
染

殿
后
に
関
す
る
説
話
は
『
扶
桑
略
記
』
元
慶
二
年
九
月
二
十
五
日
丁
巳
条
に
引

か
れ
て
い
る
。

　
　
善
家
秘
記
言
、
清
和
太
上
天
皇
奉
賀
太
皇
太
后
藤
原
明
子
知
命
之
算
、
設

　
　
謙
楽
獣
慶
賀
、
太
上
皇
匍
旬
太
后
之
前
、
再
拝
獣
千
万
齢
之
壽
、
時
太
后

　
　
悦
忽
、
元
有
人
心
、
而
鬼
在
太
后
之
傍
、
宛
如
夫
婦
之
好
、
杯
腸
飯
宴
之

　
　
－

　
　
間
、
与
太
后
戯
相
娯
、
太
上
天
皇
見
之
、
太
悪
厭
世
。

　
ま
た
、
同
一
説
話
と
思
わ
れ
る
説
話
が
、
『
真
言
伝
』
巻
四
相
応
和
尚
伝
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

も
引
か
れ
て
い
る
。
内
容
は
『
真
言
伝
』
所
引
逸
文
の
ほ
う
が
詳
し
く
、
『
今

昔
物
語
集
』
に
近
づ
。

　
『
今
昔
物
語
集
』
所
収
説
話
に
は
従
来
、
大
き
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
標
題
に
「
天
宮
」
が
后
を
悩
ま
せ
た
、
と
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
本

文
中
に
「
天
宮
」
が
登
場
し
な
い
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
集
中
で
他
に
「
天

宮
」
が
使
わ
れ
る
例
を
見
る
と
多
く
は
「
天
狗
」
と
混
用
さ
れ
て
い
る
（
巻
二

十
第
二
話
、
第
十
一
話
、
第
十
二
話
）
た
め
、
「
天
宮
」
は
単
純
に
「
天
狗
」

の
宛
字
と
考
え
て
よ
い
が
、
標
題
「
天
宮
（
狗
）
」
は
何
を
指
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
『
扶
桑
略
記
』
所
引
逸
文
、
冒
（
言
伝
』
所
引
逸
文
は
と
も
に
標
題
を

持
た
な
い
が
、
現
存
本
文
に
「
天
宮
（
狗
）
」
は
見
え
な
い
。
そ
の
た
め
標
題

「
天
宮
」
は
『
今
昔
』
編
者
の
説
話
理
解
を
反
映
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

先
行
の
注
釈
書
を
概
観
す
る
。

　
　
・
相
応
和
尚
が
貞
観
七
年
無
動
寺
の
不
動
明
王
に
祈
っ
て
太
后
に
乗
り
憑

　
　
　
っ
た
柿
下
天
狗
（
紀
僧
正
則
ち
真
済
の
霊
と
い
う
）
を
降
伏
し
た
話
と
、

　
　
　
太
后
の
病
を
医
し
た
金
峰
山
上
人
の
話
と
が
混
交
し
て
い
る
よ
う
に
思

　
　
　
わ
れ
る
。
（
山
田
孝
雄
他
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
）

　
　
・
表
題
の
「
天
宮
（
狗
）
」
は
物
語
内
に
み
え
ず
、
聖
人
が
鬼
に
変
化
し

　
　
　
た
の
を
天
狗
と
解
し
た
こ
と
に
な
る
。
真
済
天
狗
が
染
殿
后
に
と
り
っ

　
　
　
き
、
相
応
和
尚
に
調
伏
さ
れ
る
相
応
和
尚
伝
系
の
イ
メ
ー
ジ
も
あ
っ
た

　
　
　
か
。
あ
る
い
は
冒
頭
の
老
狐
を
天
狗
と
見
る
こ
と
も
可
能
か
。
（
小
峯



　
　
　
和
明
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
脚
注
）

　
　
・
標
題
の
天
宮
（
天
狗
）
は
登
場
し
な
い
が
、
霊
鬼
を
そ
れ
と
解
し
た
も

　
　
　
の
か
（
馬
淵
和
夫
、
国
東
文
麿
、
稲
垣
泰
一
　
『
新
編
古
典
文
学
全
集
』
）

　
す
で
に
森
正
人
氏
が
明
快
に
論
じ
た
よ
う
聯
『
今
昔
物
語
集
』
で
は
天
狗

に
関
す
る
説
話
は
、
巻
十
第
三
十
四
話
を
除
い
て
全
て
巻
二
十
「
本
朝
付
仏
法

部
」
最
終
巻
に
収
め
ら
れ
、
多
く
は
仏
教
修
行
者
を
障
碍
す
る
存
在
と
し
て
現

れ
る
。
そ
の
た
め
「
天
狗
」
は
「
仏
法
に
対
立
す
る
性
格
を
与
え
ら
れ
た
魔

物
」
と
し
て
性
格
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
本
話
は
巻
二
十
第
一
話
か
ら

始
ま
り
第
十
二
話
ま
で
続
く
一
連
の
「
天
狗
説
話
」
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
か
ら
、
『
今
昔
』
が
第
七
話
を
「
天
狗
説
話
」
と
捉
え
て
い
た
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
り
、
他
の
説
話
と
の
単
純
な
混
同
、
混
乱
は
あ
り
得
な
い
。

　
小
峯
和
明
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
娠
。

　
　
で
は
、
今
昔
物
語
集
が
鬼
の
話
を
天
狗
譚
と
捉
え
る
根
拠
は
ど
こ
に
あ
っ

　
　
た
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
二
話
コ
頚
の
配
列
方
式
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
そ

　
　
う
だ
。
前
話
は
仏
眼
寺
の
阿
闇
梨
仁
照
に
薄
師
の
妻
が
帰
依
し
、
つ
い
に

　
　
は
誘
惑
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
仁
照
が
不
動
を
念
じ
た
と
こ
ろ
、
女
に
と

　
　
り
つ
い
て
い
た
天
狗
が
正
体
を
暴
露
し
て
退
散
す
る
話
。
女
に
と
り
つ
い

　
　
た
物
怪
を
僧
が
調
伏
し
、
一
方
は
恋
に
狂
い
、
他
方
は
惑
わ
さ
れ
な
い
と

　
　
い
う
連
想
契
機
が
両
話
間
に
介
在
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
（
略
）

　
　
話
の
発
端
を
契
機
に
前
話
と
連
接
さ
れ
て
お
り
、
従
っ
て
女
に
と
り
つ
く

　
　
　
　
　
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
鬼
」
と
「
天
狗
」

　
　
「
物
」
（
老
狐
）
を
「
天
狗
」
と
う
け
と
め
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
た
だ
し
、
私
見
で
は
第
七
話
は
前
話
第
六
話
よ
り
も
第
八
話
「
良
源
僧
正
成

霊
来
観
音
院
伏
余
慶
僧
正
語
」
（
本
文
欠
話
）
と
の
連
関
が
強
い
。
第
六
話
の

女
に
と
り
つ
く
天
狗
の
話
は
第
五
話
尼
天
狗
の
話
と
の
つ
な
が
り
が
深
く
、
第

七
話
と
の
連
関
を
重
視
す
る
必
要
は
な
い
。
小
峯
説
は
必
ず
し
も
説
得
力
に
富

む
も
の
と
は
言
え
な
い
。
森
正
人
氏
は
小
峯
説
に
対
し
次
の
よ
う
に
反
論
す
娠
。

し
か
し
、
当
時
の
通
念
に
よ
れ
ば
天
狗
道
に
は
僧
が
騎
慢
や
執
着
の
た
め

に
堕
ち
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の

も

者
の
転
生
し
た
鬼
が
天
狗
と

　
　
見
な
さ
れ
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
是
害
坊
絵
巻
の
な
か
で
、
平

　
　
（
比
良
）
山
の
天
狗
が
過
去
の
天
狗
の
所
業
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
、
（
本
文

　
　
略
）
と
語
っ
て
、
紺
青
鬼
＝
天
狗
と
い
う
理
解
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
う

　
　
し
て
、
今
昔
物
語
集
が
第
７
の
物
語
を
天
狗
説
話
と
見
な
し
た
の
も
、
決

　
　
し
て
違
例
と
は
い
え
な
い
。

　
先
行
研
究
で
は
「
鬼
＝
天
狗
」
の
解
釈
が
優
勢
の
よ
う
だ
が
、
有
力
な
根
拠

は
な
く
、
田
中
貴
子
氏
は
現
在
も
「
天
宮
」
が
何
を
指
す
の
か
は
不
明
の
ま
ま

で
あ
る
と
す
七
。
ま
た
小
峯
、
森
両
氏
と
も
に
標
題
と
説
話
本
文
と
の
間
に

「
組
薩
」
を
認
め
る
立
場
に
あ
ふ
。
し
か
し
先
述
の
よ
う
に
『
今
昔
』
編
者
に

と
っ
て
第
七
話
は
明
確
に
「
天
狗
説
話
」
た
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
編
者
が
「
天

宮
」
と
捉
え
た
も
の
は
何
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
を
知
る
た
め
に
は
同
時
代
の
作

品
と
の
比
較
も
重
要
だ
が
、
ま
ず
は
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
鬼
」
像
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五



　
　
　
　
　
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
鬼
」
と
「
天
狗
」

「
天
狗
」
像
と
の
双
方
を
き
ち
ん
と
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
本
稿
で
は
そ
の
う
え
で
、
『
今
昔
』
編
者
が
本
話
を
「
天
狗
説
話
」
と
捉
え

た
理
由
を
考
え
た
い
。

二
、
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
鬼
」

『
今
昔
物
語
集
』
に
は
「
鬼
」
の
用
例
が
多
い
。
一
般
に
「
天
狗
」
の
「
反

仏
法
的
」
に
対
し
て
「
鬼
」
は
「
非
仏
法
的
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
六

仏
法
部
に
現
れ
て
仏
法
に
敵
対
す
る
鬼
、
ま
た
仏
法
に
従
事
す
る
鬼
も
数
多
く

登
場
す
る
。
こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
い
く
つ
か
の
分
類
が
で
き
る
。

『
今
昔
』
の
「
鬼
」
に
つ
い
て
は
稲
垣
泰
一
氏
の
分
鋸
が
あ
り
、
詳
細
を
極

め
る
。
し
か
し
こ
の
分
類
は
氏
自
身
が
述
べ
る
如
く
、
「
平
安
時
代
に
お
け
る

〈
鬼
〉
の
様
相
の
一
端
を
さ
ぐ
っ
て
み
よ
う
と
す
る
」
も
の
で
あ
り
、
『
今
昔
』

の
文
脈
に
そ
っ
た
分
類
で
は
な
い
。
氏
は
ま
ず
『
今
昔
』
の
「
鬼
」
の
用
例
を

大
き
く
ふ
た
つ
に
分
類
す
る
。

　
分
類
Ｉ
　
説
話
の
場
面
に
〈
鬼
〉
が
登
場
し
た
り
、
そ
う
呼
称
さ
れ
る
も
の

　
　
が
見
ら
れ
る
話
（
こ
の
中
に
は
死
後
の
冥
土
の
世
界
、
夢
中
の
世
界
に

　
　
〈
鬼
〉
が
登
場
す
る
も
の
を
も
含
む
）

　
分
類
Ｈ
　
本
来
は
〈
鬼
〉
で
は
な
い
も
の
を
、
〈
鬼
〉
に
比
喩
し
た
り
、

　
　
〈
鬼
〉
に
比
較
し
た
り
、
ま
た
は
〈
鬼
〉
と
想
像
し
た
り
す
る
表
現
が
見

　
　
ら
れ
る
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

　
さ
ら
に
稲
垣
氏
は
そ
れ
ぞ
れ
を
細
か
く
次
の
よ
う
に
分
類
し
て
い
る
。

　
　
分
類
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
類
Ｈ

　
　
①
六
道
の
〈
鬼
〉
（
餓
鬼
）
　
　
　
①
地
獄
の
〈
鬼
〉

　
　
②
地
獄
の
〈
鬼
〉
　
　
　
　
　
　
　
②
仏
法
に
対
立
す
る
悪
い
〈
鬼
〉

　
　
③
仏
法
に
対
立
す
る
悪
い
〈
鬼
〉
　
③
仏
法
守
護
の
〈
鬼
〉

　
　
①
仏
法
守
護
の
〈
鬼
〉
　
　
　
　
　
①
在
来
の
神
が
変
化
し
た
〈
鬼
〉

　
　
⑤
在
来
の
神
を
〈
鬼
〉
と
す
る
も
の
⑤
陰
陽
道
の
〈
鬼
〉

　
　
⑥
疫
病
神
と
し
て
の
〈
鬼
〉
　
　
　
⑥
人
に
の
り
う
つ
る
〈
鬼
〉

　
　
⑦
百
鬼
夜
行
の
〈
鬼
〉
　
　
　
　
　
⑦
特
有
の
場
所
に
出
る
〈
鬼
〉

　
　
⑧
陰
陽
道
の
〈
鬼
〉
　
　
　
　
　
　
⑧
墓
や
死
人
の
傍
に
居
る
〈
鬼
〉

　
　
⑤
人
が
変
化
し
た
〈
鬼
〉
　
　
　
　
⑨
神
と
同
格
　
田
（
怖
の
〈
鬼
〉

　
　
⑩
特
有
の
場
所
に
出
る
〈
鬼
〉
　
　
⑩
姿
形
、
能
力
、
心
な
ど
を
畏
怖
す
亘
鬼
）

　
　
⑥
そ
の
他
の
〈
鬼
〉

　
こ
の
う
ち
Ｈ
に
つ
い
て
、
氏
は
フ
鬼
〉
を
当
時
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た

か
を
考
え
る
際
に
は
、
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
こ
よ
う
」
と
す
る
。
し
か
し
、

人
を
「
鬼
」
と
誤
認
し
た
り
、
「
鬼
の
よ
う
な
」
と
形
容
し
た
り
す
る
表
現
は
、

『
今
昔
』
編
者
白
身
が
「
鬼
」
と
表
現
し
て
い
る
Ｔ
と
は
お
の
ず
か
ら
性
質
を

異
に
す
る
。
従
っ
て
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
な
か
の
「
鬼
」
が
ど
う
認
識
さ
れ

て
い
る
か
、
を
見
る
た
め
に
は
Ｈ
の
多
く
を
分
析
の
対
象
外
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
稲
垣
氏
は
Ｉ
の
用
例
に
「
鬼
」
「
鬼
神
」
「
獄
卒
」
「
悪
鬼
」
「
羅
刹
」



を
含
め
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
獄
卒
」
「
羅
刹
」
は
「
鬼
」
と
同
一
視
さ
れ
る

例
も
あ
る
が
、
表
記
が
異
な
る
こ
と
か
ら
基
本
的
に
は
分
け
て
考
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
稲
垣
氏
の
分
類
に
は
そ
の
ほ
か
に
も
検
討
す
べ
き
事
例
が
あ
る
。
た

と
え
ば
巻
二
十
七
第
二
十
八
話
「
於
京
極
殿
有
詠
古
歌
音
語
」
で
は
上
乗
門
院

が
京
極
殿
南
面
で
何
者
か
が
古
歌
を
詠
む
の
を
聞
く
。
上
乗
門
院
は
「
此
（
何

カ
ニ
、
鬼
神
ナ
ド
ノ
云
ケ
ル
事
カ
」
と
怖
れ
て
お
り
、
稲
垣
氏
は
こ
の
用
例
を

分
類
Ｔ
の
⑩
「
特
有
の
場
所
に
出
る
〈
鬼
〉
」
の
例
に
含
ん
で
い
る
。
し
か
し

説
話
本
文
で
は
こ
の
あ
と
編
者
に
よ
る
話
末
評
語
が
以
下
の
よ
う
に
続
く
。

　
　
此
レ
ヲ
思
フ
ニ
、
此
レ
（
狐
ナ
ド
ノ
云
タ
ル
事
二
（
非
ジ
。
物
ノ
霊
ナ
ド
ノ
此
ノ

　
歌
ヲ
「
微
妙
キ
歌
カ
ナ
」
卜
思
ヒ
初
テ
ケ
ル
ガ
、
花
ヲ
見
ル
毎
二
常
二
此
ク
長
メ
ケ
ル

　
ナ
メ
リ
ト
ゾ
人
疑
ヒ
ケ
ル
。
然
様
ノ
物
ノ
霊
ナ
ド
（
夜
ル
ナ
ド
コ
ソ
現
ズ
ル
事
三
ア
有
レ
、

　
真
日
中
二
音
ヲ
挙
テ
長
メ
ケ
ム
、
実
二
可
怖
キ
事
也
カ
シ
。

　
　
何
ナ
ル
霊
卜
云
フ
事
遂
二
不
聞
エ
デ
止
ニ
ケ
リ
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。

　
こ
こ
で
編
者
は
、
こ
れ
は
狐
な
ど
で
は
な
く
「
物
の
霊
」
の
仕
業
で
あ
ろ
う
、

と
こ
の
古
歌
を
詠
ず
る
も
の
の
正
体
を
「
霊
」
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
編
者

に
と
っ
て
こ
れ
は
「
鬼
」
で
も
「
狐
」
で
も
な
く
「
霊
」
な
の
で
あ
り
、
こ
れ

を
「
鬼
」
の
例
と
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
点
を
考
慮
し
た
上
で
『
今
昔
』
の
「
鬼
」
の
用
例
を
精
査

す
る
必
要
が
生
ま
れ
る
。
索
引
や
稲
垣
論
文
を
参
考
に
「
鬼
」
「
鬼
神
」
と
い

う
語
の
登
場
す
る
説
話
の
数
を
総
計
す
る
と
百
話
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
ら
は
以
下

　
　
　
　
　
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
鬼
」
と
「
天
狗
」

の
よ
う
に
分
類
が
可
能
で
あ
る
（
↓
分
類
表
参
照
）
。

　
　
国
…
人
を
食
う
も
の
。

　
　
回
∵
：
仏
法
を
守
護
す
る
も
の
。

　
　
回
…
集
団
で
徘
徊
す
る
も
の
。

　
　
圖
…
地
獄
に
い
る
も
の
。

　
　
圓
…
仏
法
以
外
の
信
仰
を
う
け
る
も
の
。

　
　
圓
…
そ
の
他
の
正
体
不
明
な
鬼
。

・
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
Ｉ

●
●
●
・
・
・

●
●
●
・
・
・

●
●
●
・
・
・

18
例

12
例

５
例

14
例

…
…
５
例

…
…
７
例

　
　
回
…
編
者
に
よ
っ
て
「
鬼
」
以
外
に
分
類
さ
れ
る
も
の
。
　
・
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
１
６
例

　
　
回
・
：
「
鬼
」
以
外
を
誤
認
し
た
も
の
。
　
　
　
　
　
　
　
　
●
●
●
・
・
・
1
2
例

　
　
圈
…
怖
ろ
し
い
も
の
の
形
容
、
ま
た
は
慣
用
句
的
用
法
　
…
…
2
1
例

　
　
囮
…
そ
の
他
の
用
例
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｉ
●
・
・
・
５
例

　
分
類
の
基
準
を
明
確
に
す
る
た
め
に
国
～
圓
の
「
鬼
」
に
つ
い
て
は
そ
の

行
動
を
中
心
に
分
類
を
試
み
た
。
ま
た
回
～
囮
は
先
に
言
及
し
た
と
お
り

『
今
昔
』
に
お
け
る
「
鬼
」
と
し
て
扱
う
べ
き
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
用
例
で

あ
る
。
先
述
の
巻
二
十
七
第
二
十
八
話
の
よ
う
に
話
末
評
語
、
標
題
な
ど
編
者

が
付
し
た
と
思
わ
れ
る
表
記
と
、
説
話
本
文
の
表
記
と
が
異
な
る
場
合
は
編
者

の
判
断
を
優
先
し
た
。
た
だ
し
、
巻
一
第
三
十
七
話
の
よ
う
に
、
小
児
を
喰
お

う
と
し
た
「
鬼
神
」
が
金
剛
神
に
降
伏
さ
れ
て
仏
法
の
外
護
者
と
な
る
な
ど
、

一
話
の
間
に
分
類
が
変
化
す
る
例
も
あ
る
。

　
さ
て
こ
の
よ
う
に
見
る
と
「
鬼
」
「
鬼
神
」
と
も
に
全
巻
通
じ
て
あ
ら
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七



　
　
　
　
　
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
鬼
」
と
「
天
狗
」

る
が
、
特
に
回
仏
法
を
守
護
す
る
「
鬼
」
は
仏
法
部
に
多
く
、
「
鬼
神
」
と
呼

ば
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
分
析
の
対
象
外
に
置
く
べ
き
だ
と
し
た
圓
や

圓
の
用
例
だ
が
、
稲
垣
氏
の
説
く
よ
う
に
「
鬼
」
が
「
恐
ろ
し
い
姿
」
と

「
恐
ろ
し
い
心
根
」
と
を
持
つ
と
い
う
、
ひ
ろ
い
理
解
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
の
も
興
味
深
い
。
日
本
で
は
平
安
中
期
に
「
鬼
」
は
目
に
見
え
な
い
も
の
と

す
る
認
識
が
あ
っ
た
が
、
『
今
昔
』
の
な
か
で
は
「
鬼
」
の
可
視
不
可
視
は
混

在
し
て
お
り
、
具
体
的
な
「
鬼
」
像
も
普
及
し
て
い
た
こ
と
が
伺
わ
れ
他
。

　
『
今
昔
』
の
「
鬼
」
の
分
類
と
し
て
も
う
ひ
と
つ
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
死

者
と
し
て
の
鬼
が
極
め
て
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
鬼
」
と
い
う
語
は

本
義
的
に
は
死
者
を
あ
ら
わ
す
と
さ
心
、
『
江
談
抄
』
巻
三
で
は
阿
部
仲
麻
呂

の
霊
が
「
鬼
物
」
と
称
さ
れ
る
。
ま
た
廣
田
収
氏
は
『
今
昔
』
の
「
鬼
」
の
分

類
を
試
み
た
論
考
で
「
最
も
根
底
的
な
」
鬼
と
し
て
「
死
者
と
し
て
の
鬼
」
を

挙
げ
て
い
仙
。

　
し
か
し
、
廣
田
氏
の
挙
げ
る
巻
十
四
第
四
話
「
女
依
法
花
力
韓
蛇
身
生
天

語
」
の
例
は
、
私
見
に
よ
れ
ば
回
、
鬼
以
外
の
用
例
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
の

話
で
は
、
石
淵
寺
の
参
詣
客
が
次
々
と
死
ぬ
こ
と
を
怪
し
ん
だ
吉
備
大
臣
が
寺

に
赴
き
、
参
詣
客
を
と
り
殺
し
て
い
る
の
が
金
千
両
を
抱
い
て
死
ん
だ
女
の
霊

（
「
女
霊
士
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
そ
の
金
を
法
花
経
功
徳
の
た
め
に
使
っ
て

や
る
こ
と
と
し
た
た
め
女
は
無
事
転
生
を
果
た
す
。
大
臣
は
近
づ
く
「
女
霊
」

を
「
然
レ
バ
コ
ソ
鬼
ノ
来
テ
人
ヲ
瞰
フ
也
ケ
リ
」
と
認
知
す
る
。
す
な
わ
ち
女
霊
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

「
鬼
」
と
捉
え
た
の
は
相
手
の
正
体
を
知
る
前
の
大
臣
で
あ
り
、
以
後
、
本
文

で
は
「
女
霊
」
で
統
一
さ
れ
る
。
こ
の
説
話
の
例
は
回
に
分
類
す
る
の
が
妥

当
で
あ
ろ
う
。

　
死
者
と
し
て
の
「
鬼
」
は
巻
九
第
三
十
六
話
「
震
旦
賄
仁
荷
、
願
知
冥
道
事

語
」
に
登
場
す
る
。
こ
の
「
鬼
」
は
、
生
前
人
間
だ
っ
た
ら
し
い
が
死
後
に
冥

府
の
官
吏
と
し
て
勤
め
、
自
ら
を
「
鬼
」
と
自
称
す
る
。
稲
垣
氏
は
Ｔ
の
②

「
地
獄
に
い
る
鬼
」
に
分
類
し
て
お
り
、
私
見
も
そ
れ
に
倣
っ
た
。
た
だ
し
こ

の
「
鬼
」
は
六
道
の
う
ち
天
・
人
・
地
獄
以
外
の
「
鬼
及
ビ
畜
生
」
に
該
当
す

る
、
と
自
ら
発
言
し
て
い
る
。
ま
た
巻
七
第
十
七
話
「
慄
州
恵
果
、
讃
誦
法
花

経
救
厠
鬼
語
」
に
は
転
生
し
て
糞
を
食
う
「
鬼
」
と
な
っ
た
男
が
登
場
す
る
。

こ
の
「
鬼
」
は
「
餓
鬼
」
の
類
と
思
わ
れ
る
。
死
者
と
し
て
の
「
鬼
」
に
分
類

で
き
る
の
は
こ
の
二
例
の
み
で
、
同
じ
死
者
で
も
六
道
と
い
う
仏
教
的
理
解
の

範
躊
に
あ
り
、
先
述
の
「
霊
」
と
は
一
定
の
差
異
化
か
図
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

　
⑩
あ
る
。

三
、
巻
二
十
第
七
話
「
天
宮
」
の
正
体

　
前
節
で
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
鬼
」
が
、
具
体
的
に
恐
ろ
し
い
容
貌

を
も
つ
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
死
者
と
し
て
の
「
鬼
」
の
例
が
少
な
く
、

「
霊
」
と
の
差
異
化
か
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。
こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え

た
う
え
で
、
巻
二
十
第
七
話
の
「
鬼
」
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。



　
巻
二
十
第
七
話
の
「
鬼
」
は
、
本
来
道
心
堅
固
な
「
聖
人
」
が
、
染
殿
后
の
　
　
　
　
而
ル
問
、
此
鬼
、
人
二
託
テ
云
ク
、
「
我
必
ズ
彼
ノ
鴨
継
ガ
怨
ヲ
可
報
言
卜
。

姿
を
垣
間
見
、
愛
欲
の
心
抑
え
が
た
く
、
餓
死
し
て
「
鬼
」
の
姿
と
な
っ
た
も
　
　
こ
の
部
分
は
『
喜
言
伝
』
所
引
逸
文
で
も
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。

の
で
あ
る
。

　
　
現
世
二
其
事
ヤ
難
カ
リ
ケ
ム
、
「
本
ノ
願
ノ
如
ク
、
鬼
二
成
ラ
ム
ト
」
思
ヒ
入
テ
、

　
　
物
ヲ
不
食
ザ
リ
ケ
レ
バ
、
十
傍
日
ヲ
経
テ
、
餓
へ
死
ニ
ケ
リ
。
其
後
、
忽
二
鬼
卜

　
　
成
ヌ
。

　
す
な
わ
ち
「
聖
人
」
の
死
後
の
姿
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に

天
皇
家
に
崇
り
を
な
す
御
霊
に
近
い
。
森
氏
は
先
に
引
い
た
よ
う
に
、
「
天
狗
」

は
「
僧
が
騎
慢
や
執
着
の
た
め
堕
ち
る
」
と
い
う
「
当
時
の
通
念
」
が
あ
っ
た
、

と
す
る
。
確
か
に
、
近
年
注
目
を
浴
び
る
『
七
天
狗
絵
』
⑩
や
’
沙
石
集
』
に
代

表
さ
れ
る
言
旅
は
存
在
す
る
が
、
そ
れ
が
先
行
す
る
『
今
昔
』
に
も
認
め
ら
れ

る
か
ど
う
か
は
慎
重
に
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。
僧
の
死
後
の
姿
と
し
て
の

「
天
狗
」
像
は
、
欠
話
で
あ
る
第
八
話
を
除
く
と
、
本
話
と
構
造
上
の
類
似
が

指
摘
さ
れ
る
巻
十
第
三
十
四
話
に
も
見
い
だ
せ
る
。
し
か
し
例
え
ば
巻
三
十
一

第
二
十
四
話
に
は
慈
恵
僧
正
（
良
源
）
の
「
霊
」
が
寺
領
争
い
に
介
入
し
た
と

あ
る
。
ど
の
よ
う
な
「
霊
」
が
「
天
狗
」
と
さ
れ
る
の
か
、
に
つ
い
て
は
稿
を

改
め
て
考
え
た
い
が
、
こ
こ
で
は
「
霊
」
が
「
天
狗
」
と
さ
れ
う
る
可
能
性
か

ら
、
本
話
の
「
鬼
」
の
「
霊
」
的
側
面
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
巻
二
十
第
七
話
「
鬼
」
に
つ
い
て
は
も
う
ひ
と
つ
、
他
の
「
鬼
」
の
用
例
に

な
い
特
色
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
鬼
」
と
「
天
狗
」

　
　
鬼
人
二
託
テ
云
。
鴨
継
ヲ
報
セ
ン
ト
思
フ
ト
。

　
こ
こ
で
は
「
鬼
」
が
憑
巫
に
と
り
憑
い
て
も
の
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、

本
話
冒
頭
の
「
老
狐
」
に
も
通
ず
る
、
憑
霊
一
般
の
記
述
に
近
い
。
こ
の
よ
う

な
人
に
「
と
り
憑
く
」
と
い
う
性
格
は
『
今
昔
』
集
中
、
こ
の
一
例
し
か
見
ら

れ
な
い
。
前
掲
の
稲
垣
分
類
で
は
Ｈ
の
⑥
「
人
に
の
り
う
つ
る
〈
鬼
〉
」
を
挙

げ
る
が
、
こ
こ
で
の
用
例
（
巻
十
二
第
三
十
三
話
、
巻
二
十
第
三
十
三
話
）
は

い
ず
れ
も
理
解
で
き
な
い
人
間
の
言
動
に
対
す
る
定
型
的
、
慣
用
句
的
表
現
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
実
際
に
「
鬼
」
が
と
り
憑
く
記
述
が
あ
る
の
は
本
話

の
み
の
特
色
で
あ
る
が
、
一
方
で
「
天
狗
」
が
人
に
と
り
憑
く
と
い
う
記
述
は

多
い
。
前
話
第
六
話
で
は
女
に
と
り
憑
い
た
「
天
狗
」
が
高
僧
を
誘
惑
し
、
ま

た
同
巻
第
二
話
「
震
旦
天
狗
智
羅
永
寿
、
渡
此
朝
語
」
は
説
話
の
伝
承
経
路
を

　
　
此
、
天
狗
ノ
人
二
託
テ
語
ケ
ル
ヲ
、
聞
キ
継
テ
、
此
ク
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
也
。

と
記
す
。
ま
た
「
人
に
と
り
憑
い
て
正
気
を
失
わ
せ
る
」
の
は
、
院
政
期
前
後

の
「
天
狗
」
の
性
格
と
し
て
ひ
ろ
く
認
知
さ
れ
て
い
加
。
本
話
の
「
鬼
」
も

　
　
而
ル
間
、
此
ノ
鬼
ノ
魂
、
后
ヲ
悦
ラ
シ
狂
（
シ
奉
ケ
レ
バ

の
よ
う
に
染
殿
后
の
正
気
を
失
わ
せ
て
い
仙
。
こ
れ
も
『
喜
言
伝
』
所
引
逸
文

に　
　
后
本
心
ヲ
失
テ
鬼
卜
通
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
九



と

　
　
　
　
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
鬼
」
と
「
天
狗
」

い
う
表
現
が
確
認
で
き
る
。

　
　
　
　
　
四
、
ま
と
め

　
以
上
の
よ
う
に
巻
二
十
第
七
話
に
お
け
る
「
鬼
」
は
、
人
に
と
り
憑
く
霊
、

と
い
う
特
徴
的
な
性
質
を
持
つ
。
こ
れ
ら
は
『
今
昔
』
に
お
け
る
他
の
「
鬼
」

の
用
例
に
は
見
え
な
い
特
色
で
あ
る
が
、
同
文
的
同
話
で
あ
る
『
喜
言
伝
』
所

引
逸
文
で
も
同
様
の
特
徴
が
見
い
だ
せ
る
。
『
今
昔
』
編
者
は
原
話
に
あ
っ
た

染
殿
后
を
惑
わ
せ
る
「
鬼
」
の
特
徴
を
も
と
に
、
こ
の
「
鬼
」
を
「
天
狗
」
と

捉
え
直
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
今
昔
』
編
者
は
、
原
話
尊
重
の
立
場

か
ら
本
文
は
そ
の
ま
ま
に
語
り
・
な
が
ら
、
標
題
と
配
列
に
よ
っ
て
「
天
狗
説

話
」
と
い
う
独
自
の
認
識
を
表
明
し
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

※
本
文
の
引
用
は
『
日
本
古
典
文
学
大
系
今
昔
物
語
集
　
四
』
（
岩
波
書
店
、

▽
几
六
二
年
）
、
『
大
日
本
仏
教
全
書
第
六
十
八
巻
　
真
言
伝
』
（
鈴
木
学
術
財

団
、
▽
几
七
二
年
）
に
拠
っ
た
。

※
附
記
　
分
類
表
に
示
し
た
「
鬼
」
の
表
記
は
本
来
、
各
話
の
出
典
や
関
連
話

に
お
け
る
表
現
と
の
比
較
検
討
を
経
て
か
ら
分
類
す
べ
き
で
あ
る
。
今
回
は
そ

の
他
の
「
鬼
」
像
と
巻
二
十
第
七
話
の
「
鬼
」
と
の
違
い
を
明
ら
か
と
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
た
め
作
業
が
及
ば
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

注①
　
神
野
志
隆
光
「
紺
青
鬼
放
－
特
に
真
済
を
め
ぐ
っ
て
」
『
国
語
と
国
文
学
』
五
〇

　
巻
一
号
（
一
九
七
三
年
）
。
こ
の
ほ
か
染
殿
后
説
話
に
関
し
て
は
渡
辺
博
史
「
二
つ

　
の
紺
青
鬼
譚
－
染
殿
后
怪
異
譚
の
流
れ
（
下
）
」
『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
四
三
号

　
（
一
九
七
九
年
十
二
月
）
、
田
中
貴
子
「
鬼
に
取
り
憑
か
れ
た
〈
悪
女
〉
　
染
殿
后
と

　
位
争
い
」
『
〈
悪
女
〉
論
』
（
紀
伊
國
屋
書
店
、
▽
几
九
二
。
の
ち
角
川
文
庫
版
、
二

　
〇
〇
二
年
）
、
廣
田
収
「
「
染
殿
后
」
考
」
『
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
「
世
俗
説
話
」
の
研

　
究
』
（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）
な
ど
に
多
く
示
唆
を
受
け
た
。

②
　
山
田
孝
雄
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
今
昔
物
語
集
　
四
』
頭
注
。
今
野
達
「
善

　
家
秘
記
と
真
言
伝
所
引
散
侠
物
語
－
今
昔
物
語
集
と
の
関
連
に
お
い
て
」
『
国
語
と

　
国
文
学
』
三
五
巻
一
こ
万
（
一
九
五
八
年
）
の
ち
『
今
野
達
説
話
文
学
論
集
』
（
勉

　
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）
。

③
　
『
喜
言
伝
』
所
引
逸
文
は
書
き
下
し
の
形
だ
が
、
『
扶
桑
略
記
』
所
引
逸
文
と
は
表

　
現
が
異
な
り
・
、
『
善
家
秘
記
』
本
来
の
文
を
忠
実
な
書
き
下
し
で
は
な
い
可
能
性
が

　
あ
る
。
詳
細
は
稿
者
も
参
加
し
た
怪
異
史
料
研
究
会
「
三
善
清
行
『
善
家
秘
記
』
注

　
解
（
そ
の
四
）
」
『
続
日
本
紀
研
究
』
三
七
〇
号
（
二
〇
〇
七
年
十
月
）
を
参
照
。

①
　
森
正
人
「
天
狗
と
仏
法
－
今
昔
物
語
集
の
統
一
的
把
握
を
目
指
し
て
」
『
愛
知
県

　
立
大
学
文
学
部
論
集
』
三
四
号
（
一
九
八
五
年
）
。
の
ち
「
天
狗
と
仏
法
」
『
今
昔
物

　
語
集
の
生
成
』
（
和
泉
書
院
、
▽
几
八
六
年
）
所
収
。

⑤
　
小
峯
和
明
「
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
説
話
受
容
の
方
法
」
『
国
文
学
研
究
』
五
九

　
集
（
一
九
七
六
年
六
月
）
。
の
ち
「
本
朝
仏
法
部
の
組
織
」
『
今
昔
物
語
集
の
形
成
と

　
構
造
』
（
笠
間
書
院
、
▽
几
八
五
年
。
▽
几
九
三
年
神
訂
版
）
所
収
。
な
お
、
小
峯

　
氏
「
怨
霊
か
ら
愛
の
亡
者
へ
」
『
説
話
の
森
』
（
大
修
館
書
店
、
▽
几
九
一
年
）
で
は

　
「
老
狐
」
説
に
は
触
れ
ず
、
「
表
題
は
天
狗
な
の
に
中
身
は
鬼
」
と
の
み
紹
介
す
る
。

⑥
　
森
氏
前
掲
論
文
。

⑦
　
田
中
氏
前
掲
論
文
。



⑧
　
森
氏
前
掲
論
文
。
ま
た
小
峯
氏
も
前
掲
論
文
の
最
終
稿
（
補
訂
版
、
▽
几
九
三

　
年
）
で
森
氏
の
反
論
に
ふ
れ
、
「
ど
ち
ら
に
し
て
も
内
容
と
把
握
法
に
ず
れ
が
あ
る

　
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。

⑤
　
森
氏
前
掲
論
文
。

⑩
　
稲
垣
泰
一
「
『
今
昔
物
語
集
』
の
〈
鬼
〉
の
諸
相
」
『
金
城
国
文
』
五
九
号
（
一
九

　
八
三
年
三
月
）
。

⑥
　
鬼
の
図
像
に
つ
い
て
は
怪
異
史
料
研
究
会
「
『
善
家
秘
記
』
注
解
（
そ
の
口
）

　
『
続
日
本
紀
研
究
』
三
六
七
号
（
二
〇
〇
七
年
四
月
）
を
参
照
。

⑩
　
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』
で
は
「
①
お
に
。
イ
死
人
の
た
ま
し
ひ
。
人
が
死
ね

　
ば
心
思
を
つ
か
さ
ど
る
魂
は
天
に
の
ぼ
つ
て
神
と
な
り
、
形
非
は
地
に
蹄
り
、
形
肺

　
の
主
宰
で
あ
る
傀
は
鬼
と
な
る
。
」
と
す
る
。

⑩
　
廣
田
収
「
『
瘤
取
爺
』
類
話
考
」
『
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
表
現
の
研
究
』
（
笠
間
書
院
、

　
二
〇
〇
三
年
）
所
収
。

⑩
　
巻
二
十
七
第
一
話
「
三
条
東
洞
院
鬼
殿
霊
語
」
で
は
、
地
名
と
し
て
は
「
鬼
殿
」

　
の
語
が
用
い
ら
れ
る
が
、
本
文
で
は
男
の
「
霊
」
が
そ
の
地
に
止
ま
っ
て
い
る
と
語

　
ら
れ
、
「
霊
」
の
表
記
で
統
一
さ
れ
る
。

⑤
　
『
七
天
狗
絵
』
（
『
天
狗
草
紙
じ
は
南
都
北
嶺
の
騏
慢
、
我
執
の
僧
侶
を
「
天
狗
」

　
と
批
判
す
る
。
若
林
晴
子
「
『
天
狗
草
紙
』
に
見
る
鎌
倉
仏
教
の
魔
と
天
狗
」
『
絵
巻

　
に
中
世
を
読
む
』
（
吉
川
弘
文
館
、
▽
几
九
五
年
）
、
同
「
『
天
狗
草
紙
』
に
見
る
園

　
城
寺
の
正
当
性
」
『
説
話
文
学
研
究
』
三
八
号
つ
Ｉ
〇
〇
三
年
六
月
）
、
高
橋
秀
栄

　
「
『
七
天
狗
絵
』
の
詞
書
発
見
－
付
翻
刻
『
七
天
狗
絵
』
詞
書
」
『
文
学
』
四
巻
六
号

　
二
一
〇
〇
三
年
十
一
月
）
な
ど
。

⑩
　
『
沙
石
集
』
に
は
「
善
天
狗
、
悪
天
狗
卜
云
テ
ニ
類
ア
リ
。
悪
天
狗
（
、
一
向
僑

　
慢
偏
執
ノ
ミ
有
テ
、
佛
法
二
信
ナ
キ
物
ナ
リ
」
と
あ
る
。

⑤
　
酒
向
伸
行
「
天
狗
信
仰
の
成
立
と
台
密
－
真
済
の
問
題
を
中
心
と
し
て
ー
」
『
御

　
影
私
学
論
集
』
二
三
号
（
一
九
九
八
年
十
月
）
。
佐
伯
真
一
「
憑
依
す
る
悪
霊
－
軍

『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
鬼
」
と
「
天
狗
」

　
記
物
語
の
天
狗
と
怨
霊
に
関
す
る
試
論
－
」
『
青
山
語
文
』
ご
二
号
二
一
〇
〇
一
年

　
三
月
）

⑩
　
よ
く
似
た
表
現
が
巻
七
第
十
五
話
「
僧
、
為
羅
刹
女
被
焼
乱
依
法
花
力
存
命
語
」

　
に
あ
る
。
僧
侶
を
誘
惑
し
よ
う
と
す
る
羅
刹
女
が
美
女
に
変
じ
て
現
れ
、
「
僧
、
忽

　
二
鬼
二
被
焼
レ
テ
、
既
二
女
鬼
卜
娶
ヌ
」
と
い
う
場
面
で
「
通
ジ
テ
後
、
僧
ノ
心
悦

　
レ
テ
、
更
二
本
ノ
心
二
非
ズ
成
ヌ
」
と
あ
る
。
こ
の
「
女
鬼
」
は
僧
を
悩
ま
せ
正
気

　
を
失
わ
せ
て
い
る
が
、
実
体
を
有
し
て
お
り
「
天
狗
」
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。

三
一
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数

４　３　２　１

３　　　２　１

１４ ２５ ２ ３７

６　５

-

４

３　１５

７

『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
鬼
」
と
「
天
狗
」

　
　
　
　
　
　
　
標
　
　
　
題

財
徳
長
者
幼
子
、
称
佛
遁
難
語

佛
、
焉
摩
耶
夫
人
昇
切
利
天
給
語

波
羅
奈
國
大
臣
、
願
子
語

波
斯
匿
王
娘
、
金
剛
醜
女
語

摩
謁
提
國
王
、
燈
杭
太
子
語

阿
育
王
殺
后
立
八
万
四
千
塔
語

2
0
　
天
竺
人
、
協
国
王
被
召
妻
人
、
依
唱
三
蹄
免
地

　
　
害
語

23 22 21 20 19 18 17 16　15 14 13 12 11 10 9　8

121110　　　9　　　　7　　　　　6　　　5

28 3 23 36 32 29 21 17　15 27 20 11 6 31 21 5

國
王
、
入
山
狩
鹿
母
夫
人
為
后
語

天
竺
狐
、
借
虎
威
被
普
菩
提
心
語

天
竺
牧
牛
人
、
入
穴
不
出
成
石
語

玄
奘
三
蔵
、
渡
天
竺
傅
法
蹄
束
語

震
旦
唐
虞
安
良
兄
、
依
造
釈
迦
像
得
活
語

江
陵
僧
亮
、
鋳
弥
陀
像
語

震
旦
井
洲
常
慾
、
渡
天
竺
礼
廬
舎
那
語

僧
、
為
羅
刹
女
被
焼
乱
依
法
花
力
存
命
語

震
旦
會
稽
山
弘
明
、
韓
讃
法
花
経
縛
鬼
語

傍
州
恵
果
、
讃
誦
法
花
経
救
厠
鬼
語

震
旦
京
兆
、
殷
安
仁
、
免
冥
途
使
語

侍
御
史
、
遜
過
瑛
、
依
冥
途
使
錯
従
途
蹄
語

震
旦
畦
仁
荷
、
願
知
冥
道
事
語

病
成
人
形
、
醤
師
聞
其
治
病
語

役
優
婆
塞
、
誦
持
呪
鬼
神
語

肥
後
国
書
生
、
免
羅
刹
難
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
　
　
　
　
　
文

忽
二
鬼
神
空
ヨ
リ
下
り
来
リ
テ
小
児
ヲ
取
テ
瞰
テ
ム
ト
ス
。

鬼
神
ヲ
以
テ
切
利
天
ヨ
リ
閻
浮
提
二
三
ノ
道
ヲ
造
ラ
シ
ム
。

「
汝
（
此
レ
天
龍
カ
鬼
神
カ
」

太
キ
髪
左
二
巻
テ
鬼
ノ
如
也

今
日
我
が
教
化
ヲ
蒙
テ
鬼
ノ
形
ヲ
改
テ
端
正
ノ
姿
卜
成
テ

形
貌
ノ
醜
キ
事
、
鬼
神
二
不
異
ズ
。

「
我
レ
、
諸
ノ
鬼
神
井
二
夜
叉
神
等
ヲ
召
シ
テ
、

大
王
、
龍
王
卜
共
二
船
二
乗
テ
多
ノ
鬼
神
等
ヲ
具
シ
テ
龍
宮
へ
行
給
フ

「
傅
へ
聞
ケ
バ
、
彼
ノ
道
（
多
ノ
鬼
神
有
リ
。

四
日
卜
云
フ
ニ
守
門
ノ
鬼
ノ
許
二
至
ヌ
。
鬼
、
此
ヲ
見
テ
、

若
シ
在
家
ナ
ラ
バ
鬼
神
此
レ
ヲ
護
テ
持
タ
セ
、

八
万
四
千
ノ
鬼
神
ヲ
仕
率
ト
シ
テ
ー
切
衆
生
二
福
ヲ
授
ク
ペ
シ

ー
ノ
悪
鬼
出
来
テ
其
ノ
持
タ
ル
菓
ヲ
奪
フ

人
二
（
非
デ
異
形
ノ
鬼
共
ノ
極
テ
怖
シ
気
ナ
ル
者
共
ノ
行
ク
也
ケ
リ
。

我
レ
、
初
メ
馬
ヨ
リ
落
テ
悶
絶
セ
シ
時
、
忽
二
、
馬
ノ
頭
・
牛
ノ
頭
ノ
鬼
有
テ
、

亦
、
彼
ノ
鬼
神
ヲ
モ
道
ビ
カ
ム

昔
シ
、
其
ノ
國
二
鬼
神
有
テ
人
民
悩
乱
ス

寺
ノ
外
二
立
出
デ
、
遊
行
ス
ル
程
二
羅
刹
女
二
値
ヌ
。
鬼
忽
二
変
ジ
テ
女
ノ
形
卜
成

ヌ
、

亦
、
其
ノ
所
テ
ン
テ
山
ノ
精
ノ
鬼
来
テ
弘
明
ヲ
悩
ス
。

此
ノ
和
尚
、
昔
シ
、
厠
ノ
前
于
ン
テ
ー
ノ
鬼
二
値
フ
、

使
ノ
鬼
不
近
付
ズ
シ
テ
語
テ
云
ク

人
答
テ
云
ク
、
「
我
レ
（
、
此
レ
、
鬼
也
。

答
テ
云
ク
、
「
我
レ
（
、
此
レ
、
鬼
也
。

忽
二
二
人
ノ
鬼
有
テ
歎
テ
云
ク

夜
（
諸
々
ノ
鬼
神
ヲ
召
使
テ

「
我
（
此
レ
鬼
ノ
家
二
来
り
ニ
ケ
リ

而
ル
ニ
、
此
ノ
鬼
、
馬
を
瞰
ヒ
畢
テ
、

　
三
二

　
分

①
↓
②

②⑨⑨
（
形
容
）

⑨
（
形
容
）

①②①
↓
②

②
（
⑤
）

①⑤⑤④③②②
　⊇

　神

⑥
（
山
精
）

⑩
（
餓
鬼
）

②⑩④④①①

類

（
死
者
？
）

（
疫
鬼
）

　
認
識
主
体

本
文

本
文

会
話

本
文

会
話

本
文

会
話

本
文

会
話

本
文

会
話

会
話

本
文

本
文

会
話

会
話

会
話

本
文

本
文

本
文

本
文

会
話
（
自
称
）

会
話
（
自
称
）

本
文

本
文
、
標
題

会
話

本
文
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多
武
峯
増
賀
上
人
語

信
誓
阿
闇
梨
、
依
経
力
活
父
母
語

天
台
圓
久
、
於
葛
木
山
聞
仙
人
誦
経
語

金
峰
山
莉
獄
良
算
持
経
者
語

修
行
僧
義
容
、
値
大
峯
持
経
仙
語

雲
浄
持
経
者
、
誦
法
花
経
免
蛇
難
語

女
、
依
法
花
力
転
蛇
身
生
天
語

修
行
僧
、
至
越
中
立
山
會
小
女
語

橘
敏
行
発
願
従
冥
途
返
語

極
楽
寺
僧
、
誦
仁
王
経
、
施
霊
験
語

依
尊
勝
陀
羅
尼
験
力
、
遁
鬼
難
語

依
千
手
陀
羅
尼
験
力
、
遁
蛇
難
語

薬
師
寺
済
源
僧
都
、
往
生
語

隠
形
男
、
依
六
角
堂
観
音
助
顕
身
語

醍
醐
僧
蓮
秀
、
仕
観
音
得
活
語

地
蔵
菩
薩
、
値
火
難
自
出
堂
語

養
造
地
蔵
仏
師
得
活
人
語

買
亀
放
男
、
依
地
蔵
助
得
活
語

於
但
馬
國
古
寺
毘
沙
門
、
伏
牛
頭
鬼
助
僧
語

寵
鞍
馬
寺
遁
羅
刹
鬼
難
語

生
江
世
経
、
仕
吉
祥
天
女
得
富
貴
語

摂
津
守
源
満
仲
出
家
語

西
京
仕
鷹
者
、
見
夢
出
家
語

於
鎮
西
武
蔵
寺
翁
出
家
語

大
安
寺
別
当
娘
許
蔵
人
通
語

僧
蓮
円
、
修
不
軽
行
救
死
母
苦
語

達
智
門
棄
子
狗
、
蜜
来
令
飲
乳
語

染
殿
后
為
天
宮
被
焼
乱
語

陽
成
院
御
代
滝
口
、
金
使
行
語

摂
津
国
殺
牛
人
、
依
放
生
力
従
冥
途
還
語

『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
鬼
」
と
「
天
狗
」

若
シ
此
レ
鬼
神
ノ
託
テ
全
石
ル
事
カ

（
夢
二
）
五
色
ノ
鬼
神
集
会
シ
テ

持
経
者
ヲ
焼
乱
セ
ム
ガ
為
二
、
悪
鬼
ノ
束
レ
ル
カ

初
（
鬼
神
来
テ
持
経
者
ヲ
擾
乱
セ
ム
ト
：
：
：
後
二
（
鬼
神
、
経
ヲ
貴
ム
デ

様
々
ノ
異
類
異
形
ナ
ル
鬼
神
共
来
ル

此
（
鬼
神
ナ
ド
ニ
コ
ソ
（
有
ラ
メ

鬼
ノ
来
テ
人
ヲ
瞰
フ
ナ
リ

若
シ
、
此
レ
鬼
神
カ
。
人
元
キ
山
中
二
此
ノ
女
出
来
レ
リ

鬼
ノ
如
ク
ナ
ル
馬
二

極
メ
テ
怖
シ
気
ナ
ル
鬼
共
有
リ
テ
、
取
！
一
我
ガ
身
ヲ
擾
牒
シ
ツ
ル
程
二

人
二
（
非
デ
鬼
共
也
ケ
リ

我
レ
（
此
レ
鳩
槃
茶
鬼
也

（
火
ノ
車
）
二
付
ケ
ル
鬼
共
、

人
二
（
非
ズ
シ
テ
、
怖
シ
気
ナ
ル
鬼
共
ノ
行
ク
也
ケ
リ

只
極
メ
テ
怖
シ
気
ナ
ル
鬼
神
ヲ
ノ
ミ
見
ル

毘
沙
門
（
鬼
形
ヲ
不
踏
給
ズ

我
レ
、
死
シ
時
、
忽
二
猛
ク
恐
シ
キ
大
鬼
二
人
来
テ
、

二
人
ノ
鬼
前
後
二
有
テ
打
チ
追
テ
来
ル

鬼
、
僧
ヲ
掴
ミ
、
刻
テ
忽
二
瞰
フ
。

羅
刹
鬼
、
女
ノ
形
卜
成
テ

額
二
角
ノ
ー
ツ
生
テ
、
目
一
ツ
有
ル
者
ノ
、
赤
キ
俗
衣
ヲ
シ
タ
ル
鬼
也

此
ク
鬼
ノ
様
ナ
ル
心
ニ
テ
（
候
ド
モ

鬼
ノ
様
ナ
ル
鷹
二

「
此
（
早
ウ
鬼
神
ノ
云
フ
事
也
ケ
リ

打
チ
責
テ
鬼
ノ
呑
マ
セ
ム
ソ
ラ
…
…
銅
ノ
湯
ヲ

ー
ノ
鬼
出
来
セ
リ
。
・
・
・
●
・
●
我
（
獄
卒
ナ
リ

可
然
キ
鬼
神
ナ
ド
ニ
ヤ
有
ケ
ム

十
傍
日
ヲ
経
テ
、
餓
へ
死
ニ
ケ
リ
。
其
後
、
忽
二
鬼
卜
成
ヌ

鬼
ニ
マ
レ
神
ニ
マ
レ
、
寄
テ
懐
ケ

崇
ル
所
ノ
鬼
ヲ
祭
ラ
ム
ガ
鶏
二
殺
セ
ル
也

⑧
（
慣
用
句
）

④⑧
（
仙
人
）

①
↓
②

⑤⑦⑨④④⑧⑤⑤②①①④④⑥④③④②③④⑤⑧⑦⑧② （
人
食
い
）

（
女
霊
）

（
女
）

（
台
座
）

（
形
容
）

（
形
容
）

（
梵
天
）

（
慣
用
句
）

（
天
狗
）

（
慣
用
句
）

三
三

会
話

会
話

心
中

本
文

本
文

心
中

心
中

心
中

本本
文文

本
文
、
標
題

会
話
（
自
称
）

ムムム　ム７=一お本お

話話話文話

会
話

本本
文文

本
文

会
話

会
話

心
中

会
話

本
文

本
文

本
文

心
中

会
話
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『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
鬼
」
と
「
天
狗
」

讃
岐
国
女
行
冥
途
、
其
魂
還
付
他
身
語

橘
磐
島
、
賂
使
不
至
冥
途
語

吉
志
火
磨
、
擬
殺
母
得
現
報
語

耽
財
、
娘
為
鬼
被
瞰
フ
悔
語

賀
茂
忠
行
、
道
傅
子
保
憲
語

安
倍
晴
明
隨
忠
行
習
道
語

玄
象
琵
琶
、
協
鬼
被
取
語

藤
原
保
昌
朝
臣
、
値
盗
人
袴
垂
語

藤
原
親
孝
子
、
為
盗
人
被
捕
質
依
頼
信
言
免
語

飛
騨
国
猿
神
、
止
生
贅
語

束
下
者
宿
人
家
値
産
語

三
条
東
洞
院
鬼
殿
宣
語

在
原
業
平
中
将
女
被
瞰
鬼
語

於
内
裏
松
原
鬼
、
成
人
形
瞰
女
語

参
官
朝
廳
弁
、
為
鬼
被
瞰
語

於
朱
雀
院
被
取
餌
袋
菓
子
語

近
江
国
安
義
橋
鬼
、
瞰
人
語

従
東
国
上
人
、
値
鬼
語

産
女
、
行
南
山
科
値
鬼
述
語

正
親
大
夫
、
口
口
若
時
値
鬼
語

東
人
、
宿
川
原
院
被
取
妻
語

鬼
、
現
板
東
人
家
殺
人
語

鬼
、
現
油
瓶
形
殺
人
語

猟
師
母
、
成
鬼
擬
瞰
子
語

播
磨
國
鬼
、
来
人
家
被
射
語

其
後
（
弥
ョ
宵
ノ
心
ヲ
登
シ
テ
、
鬼
神
ヲ
不
崇
ズ
シ
テ
、

閻
魔
王
ノ
使
ノ
鬼

閻
魔
王
ノ
使
…
鬼
ノ
云
ク

汝
何
ノ
故
二
瞑
レ
ル
ゾ
、
若
鬼
ノ
託
タ
ル
カ

此
レ
、
鬼
ノ
人
二
変
ジ
テ
来
テ
瞰
ゼ
ン
カ

然
レ
ド
モ
幼
童
ノ
時
二
（
此
鬼
神
ヲ
見
ル
事
（
元
カ
リ
キ

艶
ズ
怖
キ
鬼
共
車
ノ
前
二
向
テ
来
ケ
リ
。

鬼
ノ
取
リ
タ
リ
ケ
ル
也

訃
ヒ
何
ナ
ラ
ム
鬼
也
ト
モ
神
也
ト
モ

鬼
ニ
モ
神
ニ
モ
取
り
合
ナ
ド
コ
ソ

此
（
人
二
（
非
デ
、
鬼
二
コ
ソ
有
ケ
レ

然
バ
其
ヲ
鬼
神
ナ
ド
云
ケ
ル
ニ
コ
ソ
有
ケ
レ

東
ノ
角
（
鬼
殿
卜
云
所
也

倉
二
住
ケ
ル
鬼
ノ
シ
ケ
ル
ニ
ヤ
有
ケ
ム
。

此
レ
（
鬼
ノ
、
人
ノ
形
卜
成
テ
此
ノ
女
ヲ
瞰
テ
ケ
ル
也
ケ
リ
ト
ゾ
。

鬼
ナ
ム
ド
ノ
取
テ
ケ
ル
ニ
ヤ
候
ラ
ム

極
ジ
キ
鬼
也
ト
モ
此
御
舘
二
有
ル
ー
ノ
鹿
毛
ニ
ダ
ニ
乗
タ
ラ
バ

鬼
走
り
懸
テ
、
馬
ノ
尻
二
打
懸
ゝ
ゝ
引
ヅ
ル
ニ
。

「
此
（
定
メ
テ
鬼
也
ケ
リ
」
卜

鬼
来
ヌ

此
（
鬼
二
コ
ソ
有
ケ
レ

定
メ
テ
鬼
ナ
ド
ニ
コ
ソ
（
有
ケ
メ

鬼
ノ
住
ケ
ル
處
二
人
ヲ
臥
セ
テ
奇
異
カ
リ
ケ
ル
者
カ
ナ

鬼
ノ
吸
殺
テ
ケ
ル
ナ
メ
リ
ト
ゾ

此
レ
（
鬼
也
ケ
リ

此
ル
物
ノ
気
（
様
々
ノ
物
ノ
形
卜
現
ジ
テ
有
ル
也
ケ
リ

此
レ
（
鬼
ノ
我
レ
ヲ
瞰
（
ム
ト
テ

然
レ
バ
人
ノ
祖
ノ
年
痛
ウ
老
タ
ル
（
必
ズ
鬼
二
成
テ
此
夕
子
ヲ
モ
食
（
ム
ト

此
ノ
家
二
鬼
来
ラ
ム
ト
ス

　
三
四

⑤
（
蕃
神
）

①⑥①①①⑩⑥⑧⑤⑨⑥③⑤①⑤④④①⑦①①③①① （
定
型
）

（
陰
陽
道
）

（
鬼
）

（
地
名
）

（
鬼
）

（
物
ノ
気
？
）

会本本本
話文文文

会
話
、
標
題

会
話

本
文

会
話
、
標
題

心
中

会
話

心
中

心
中

本
文
、
標
題

本
文
、
標
題

会
話
、
標
題

標
題

会
話

会
話
、
標
題

本
文

心
中
、
標
題

本
文

心
中
、
標
題

話
末
評
語

会
話
、
標
題

本
文

会
話
、
標
題

標
題

会
話
、
標
題

話
末
評
語

会
話
、
標
題
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於
京
極
殿
有
詠
古
歌
音
語

三
善
清
行
宰
相
、
家
渡
語

被
呼
姓
名
射
顕
野
猪
語

有
光
来
死
人
傍
野
猪
、
被
殺
語

於
幡
磨
國
印
南
野
殺
野
猪
語

通
鈴
鹿
山
三
人
、
入
宿
不
知
堂
語

尼
共
、
入
山
食
茸
舞
語

中
納
言
紀
長
谷
雄
家
顕
狗
語

右
近
馬
場
殿
上
人
種
合
語

近
江
國
篠
原
入
墓
穴
男
語

羅
城
門
登
上
奏
見
死
人
盗
人
語

平
定
文
骸
借
本
院
侍
従
語

人
妻
、
化
成
弓
後
成
鳥
飛
失
語

鎮
西
人
至
度
羅
嶋
値
虎
語

通
大
峯
僧
侶
行
酒
泉
郷
語

通
四
國
逞
地
僧
、
行
不
知
所
被
打
成
馬
語

北
山
狗
、
人
為
妻
語

佐
渡
國
人
協
風
被
寄
不
知
嶋
語

能
登
國
鬼
寝
屋
嶋
語

兄
弟
二
人
、
殖
萱
草
紫
苑
語

竹
取
翁
、
見
付
女
児
養
語

元
明
天
皇
陵
粘
定
恵
和
尚
語

『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
鬼
」
と
「
天
狗
」

鬼
ノ
現
（
二
此
ク
人
卜
現
ジ
テ
見
ユ
ル
事
（
難
有
ク
怖
シ
キ
事
也
カ
シ
ト

此
（
何
カ
ニ
、
鬼
神
ナ
ド
ノ
云
ケ
ル
事
カ

何
ナ
ル
霊
卜
云
フ
事
遂
二
不
聞
エ
デ
止
ニ
ケ
リ
ト
ナ
ム

貢
ノ
鬼
神
卜
云
フ
者
（
道
理
ヲ
知
テ
不
曲
ネ
バ
コ
ソ
怖
シ
ケ
レ

鬼
ナ
レ
ド
モ
悪
事
モ
否
不
登
ヌ
事
也
ケ
リ

宵
ノ
鬼
神
ナ
ラ
バ
、
己
ノ
名
コ
ソ
可
呼
キ
ニ

死
人
ノ
所
二
（
必
ズ
鬼
有
リ
ト
云
フ
ニ
、

葬
送
ノ
所
二
（
必
ズ
鬼
有
ナ
リ
。
其
ノ
鬼
ノ
我
ヲ
瞰
（
ム
ト
テ
来
二
コ
ソ
有
ケ
レ

「
鬼
有
」
ト
テ
、
人
更
二
不
宿
ヌ
奮
堂
有
ケ
リ

其
ノ
天
井
ニ
テ
顔
差
出
ケ
ム
物
（
狐
ノ
謀
ケ
ル
ニ
コ
ソ
…
賓
ノ
鬼
ナ
ラ
ム
ニ
（

天
狗
ニ
ヤ
有
ラ
ム
、
亦
鬼
神
ニ
ヤ
有
ラ
ム

家
ノ
内
、
鬼
現
ズ
ル
事
有
ラ
ム
ト
ス

然
レ
バ
、
賓
ノ
鬼
二
非
ネ
ド
モ
、
現
二
人
ノ
目
二
鬼
卜
見
ユ
レ
バ
、
鬼
卜
（
占
ヒ
ケ

ル彼
レ
見
ョ
、
鬼
ノ
書
中
二
馬
二
乗
テ
行
ク
ヲ

此
レ
（
鬼
二
コ
ソ
有
ラ
メ

此
レ
（
若
シ
鬼
ニ
ヤ
有
ラ
ム

極
キ
鬼
ノ
心
持
タ
ル
者
也
ト
モ

此
レ
（
若
シ
鬼
神
ナ
ム
ド
ノ
変
化
シ
タ
リ
ケ
ル
ニ
ヤ

此
ル
不
知
ヌ
所
二
（
鬼
モ
有
ラ
ム

鬼
ニ
テ
モ
神
ニ
テ
モ
有

鬼
三
ア
モ
神
子
ア
モ

何
ナ
ル
物
ナ
ラ
ム
。
鬼
ニ
ヤ
有
ラ
ム

此
（
鬼
二
コ
ソ
有
メ
レ
。
我
等
ノ
、
鬼
ノ
住
ケ
ル
嶋
ヲ
不
知
デ
束
ニ
ケ
リ

然
レ
バ
鬼
二
（
非
ザ
リ
ケ
リ
、
神
ナ
ド
ニ
ヤ
有
ラ
ム
ト
ゾ
疑
ケ
ル

其
ノ
光
ノ
浦
ョ
リ
鬼
ノ
寝
屋
（
ー
日
コ
僕
走
テ
人
行
ナ
ル

我
レ
（
汝
ガ
祖
ノ
骸
ヲ
守
ル
鬼
也

鬼
力
神
力

石
ノ
鬼
共
ヲ
亘
口
池
逞
陵
ノ
墓
様
二
立
テ
、
微
妙
シ
。

⑤
（
陰
陽
道
）

⑦
（
物
ノ
霊
）

⑥
（
鬼
）

⑦
（
野
猪
）

⑨
（
慣
用
句
）

⑨
（
慣
用
句
）

⑦
（
狐
）

⑧
（
人
）

⑧
（
人
）

⑧
（
人
）

⑧
（
人
）

⑧
（
姐
）

⑨
（
形
容
）

⑨
（
定
型
）

⑨
（
定
型
）

⑨
（
定
型
）

⑨
（
定
型
）

⑨
（
神
？
）

⑩⑨⑥⑩⑧

⌒⌒⌒⌒石定鬼地

像型ふ名
－－　－

三
五

話
末
評
語

会
話

話
末
評
語

会
話

話
末
評
語

心
中

話
末
評
語

心
中

本
文

話
末
評
語

心
中

会
話

話
末
評
語

会
話

心
中

心
中

心
中

心
中

心
中

心
中

心
中

心
中

心
中

話
末
評
語

本
文
、
標
題

会
話
（
自
称
）

会
話

本
文


